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A3 モノクローナル抗体は、ラット悪性線維性組織球腫（MFH：最近では未分化多型肉腫と呼称）由来のクロ

ーン細胞株（MT-8）を免疫抗原として作製された抗体です。ラットの胎子では組織間の未熟な間葉系細胞

を、生体では骨髄幹細胞や血管周皮細胞などの体性幹細胞を、さらに毛根の supra-basal 上皮や結腸粘

膜の再生に係る rescue 上皮を認識するとされています。また、ラットの MFH の腫瘍細胞を特異的に認

識します。なお、本抗体のエピトープは細胞膜上に存在し、分子量はおよそ 75 – 100 kDa で、糖蛋白

質とされています。 
本抗体は、これまでの研究結果からラットの多分化能を有する体性幹細胞を認識する有用な抗体で、細

胞分化、幹細胞の組織形成や病変への係わり、さらに MFH の腫瘍細胞の特性解明などに利用可能です。 
 

 
ラット組織を用いた A3 免疫組織化学染色： 

左、骨髄幹細胞；   中、毛包バルジの supra-basal 細胞；   右、MFH 腫瘍細胞 
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研究用試薬

抗ラット体性幹細胞認識モノクローナル抗体  (Clone No.A3) 
Rat Somatic Stem Cell-Recognizing Antibody （A3） 

 

容量 50 µg（200 µL/vial） 
形状 マウスモノクローナル抗体 0.25 mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1% proclin 含有] 
保管方法 －20°C 以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4°C で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

クローン番号 A3 
サブクラス IgG1 
製造方法 MT-8 で免疫した BALB/c マウスの脾臓細胞とマウスミエローマ P3-X63 Ag8.653 を融合

して得たハイブリドーマを BALB/c マウス腹腔内で増殖させ、腹水を採取。採取した腹
水より Protein G アフィニティーカラムにて精製。 

使用濃度  免疫染色：1~2 µg/mL（培養細胞はアセトン：エタノール（50:50）固定、組織は PLP 固定
後のパラフィン包埋切片および凍結切片に適用） ウエスタンブロッティング：1~2 
µg/mL 
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